
第４学年 国語科指導案

日 時 平成１６年 １０月２７日（水） ５校時

児 童 第４学年 男１０名 女９名 計１９名

授業者 教諭 阿 部 憲

１．単元名 「私たちの体について調べよう」（４年 下巻）

教材名 「体を守る仕組み」 中村 桂子

２．単元（教材）について

第３学年及び第４学年の国語科の「Ｃ読むこと」の目標は，「目的に応じ，内容の

中心をとらえたり段落相互の関係を考えたりしながら読むことができるようにすると

ともに，幅広く読書しようとする態度を育てる。」である。さらに，内容においては，

「（１），読むことの能力を育てるため，次の事項について指導する。ア いろいろ

な読み物に興味を持ち，読むこと。イ 目的に応じて，中心となる語や文をとらえて

段落相互の関係を考え，文章を正しく読むこと。エ 読み取った内容について自分の

考えをまとめ，一人一人の感じ方について違いのあることに気づくこと。オ 目的に

応じて内容を大きくまとめたり，必要なところは細かい点に注意しながら文章を読む

こと。」とある。

説明的文章の学習では，４年上巻の「ツバメが住む町」で段落と段落のつながりに

ついて学習している。本教材は「でも・また・ですから」などの接続語が使われてい

て，文と文，段落と段落のつながり方をわかりやすく示している。ここでは，接続語

を手がかりに段落相互のつながり方を学習していく。教材の文章構成は，「話題提示

・説明（微生物を体の中へ入れない仕組み）（体の内側での体を守る仕組み）・まと

め」の３つのまとまりで構成されている。また，本教材の最後の段落に筆者の考えが

書かれている。本単元で「筆者の考え方を読み取り，自分の考えをもつこと」は，高

学年の学習につながる。また，本教材の語りかけるような書き方により，抵抗なく文

章が表す内容と児童の実体験を重ねることができる。

本学級の児童は，１学期「段落のつながりに気をつけて読もう。」の単元で，「段

落と段落のつながり」について学習した。教材文の中の２つの調査を意識させながら

段落と段落をつなげて，まとまりを考えさせた。そのことにより，文章の内容を大ま

かにとらえることの良さに気づき，文章構成をつかむことができる児童もでてきた。

しかしながら，内容理解が不十分な児童もいて、授業後の感想では、文章構成を理解

する学習を難しいと感じた児童もいたようである。そこで本教材では，文章理解も大

切にしながら，文章構成にも目を向けさせるようにしていきたい。

以上のことから，本単元の指導にあたっては，文と文，段落と段落のつながり方を

理解するため，接続語「でも・また・ですから」などに着目させながら，学習を進め

たい。それにより，段落のまとまりを考えさせたい。また，文章中に書かれている体

を守る仕組みを，重要語句を探すことにより，一人一人に自分で読み取らせたい。教

材の最後に筆者の考えにも触れ，それに対する個人の考えを持たせたい。

単元の[ふかめる]段階で学習する「段落の要点や文章のまとまりを考える学習」は，

総合的な学習における課題解決の段階の資料を読む場面へつながるものである。また，

[まとめる]段階での目的に応じて大きくまとめて読んだり，必要なところは細かい点

に注意しながら読むことは，総合的な学習における，課題解決及びまとめの段階の

「目 的を持って情報をみつけ，調べたことをまとめる学習」につながるものである。



３．学習指導目標

〈目 標〉

◎ 自分たちの体について興味を持ち，段落相互の関係を考えながら文章を

正しく読む。 
◎ 体について疑問に思うことを本を読んで調べる。

◎ 調べたり考えたりしたことをまとめて，今の自分を記録する。

〈関心・意欲・態度〉

○ 体を守る仕組みに興味を持ち，調べたいことを見つけ意欲的に調べる。

〈書く能力〉

○ 体について学習したことや調べたことを，図やカードにまとめて，今

の自分を記録する。

◎ 体を守る仕組みについて，事典などで調べて材料を集め，選択する。

◎ 書こうとすることについて，引用部分をはっきりさせて書く。 
〈読む能力〉

◎ 書かれている内容を正確に読み取るために，各段落の要点や段落相互

の関係をつかむ。

◎ 筆者の思いに自分の体験を重ね合わせて読み，一人一人の感じ方の違

いを知る。 
・ 目的に応じて大きくまとめて読んだり，必要なところは細かい点に注

意しながら呼んだりする。

・ 疑問に思ったことについて，いろいろな読み物を読む。 
〈言語についての知識・理解・技能〉

◎ 段落相互の関係を示す，接続語について理解し，使う。（「でも」「ま

た」「ですから」など）

○ 難しい言葉は辞書で調べる。

４．単元の指導計画（１４時間扱い 本時４／１４）

［つかむ］ ○全文を通読して，調べてみたいことを書き出す。 
［みとおす］ ○単元全体を見通し，学習計画を立てる。 ・・・（１） 
［ふかめる］ ○教材文をまとまりに分けて，段落ごとに説明と体験を比べて読む 

・・・・・・・・・・（５） 
・全文を通読し，三つのまとまりに分ける。

「話題提示」「例を挙げての説明」「話題についてのまとめ」

・教材文「話題提示」のまとまりの内容を接続語や指示語に着目しな

がら読取る。

・説明１（自分で自分を守るための仕組み）の内容を詳しく読み取る。 
・・・・・・・・・（本時）

・説明２（微生物と戦う仕組み）の内容を詳しく読み取る。

・第３のまとまりから筆者の願いを読取り，自分の考えを持ち，残さ

れた課題を整理して次の学習へつなげる準備をする。

［まとめる］ ○もっと知りたいことや疑問なことなどの課題を作り，調べる。

・・・・・・・・・（２） 
○分かりやすいまとめ方を考え，調べたことを文章に書く。 

・・・・・・・・・（４） 
［ひろげる］ ○「これが，『わたし』です・作品展示会」をする。

・・・・・・・・・（２） 



５ 本時の指導

（１） 目標

・自分で自分を守る仕組みとは，どのようなものなのか，読み取ることができる。

（２） 具体の評価基準

Ａ：重要語句とそれに対応する述語をみつけ，微生物を体の中に入り込ませない仕組

みについて読み取り，まとめることができる。

Ｂ：重要語句とそれに対応する述語をみつけ，微生物を体の中に入り込ませない仕組

みについて読み取ることができる。

（３） 展開
学習内容と活動 学習上の配慮事項 評価観点

つ

か

む

５

分

１．前時の学習を想起する。

２．本時の学習場面を確認する。

３．学習課題を確認する。

○接続語の意味や，指示語の指し 
示す内容を考えながら読み進め 
たことを想起させる。

○５段落から８段落を読み取って

いくことを確認する。

○全員で一度読ませる。

[読む] 
前時の学習を

想起すること

ができたか。

み

と

お

す

８

分

４．本時の学習場面を音読する。

５．課題解決に向けて見通しをも

つ。 
・重要語句の見つけ方と，要約

文の作り方を確認する。

○全員で一斉に，前後のつながり

も分からせるために，４段落か

ら９段落まで音読させる。

○５段落は，一斉指導で取り扱い 
やり方に見とおしを持たせるよ

うにする。

[読む] 
正しく読むこ

とができた

か。 
※観察

ふ

か

め

る

26 
分

６．課題解決に取り組む。

・各段落にかかれている文章か

ら重要語句をみつけて，要約

文を作る。 

・このほかにも，わたしたちの

○６段落は，重要語句を確認し，

作業に入らせるが，７段落は自 
力解決させるようにする。

［支援］

６段落～７段落まで要約文を作 
らせるが，支援が必要な児童に

は，ワークシートを用い，重要

語句は見つけられるようにし，

要約文を作らせる。

○自分で自分を守るための仕組み

[読む]

重要語句を見

つけながら仕

組みを読取る

ことができた

か。 
[書く]

要約文を作る

ことができた

か。 
※ﾉｰﾄ，ﾜｰｸｼ

自分で自分を守るための仕組み

とは，どのようなものなのだろ

う。 



体には自分を守るための仕組

みがあるのか考える。

・自分で自分を守る仕組みとは，

どんな仕組みかを考える。

は，これだけでないことを確認

する。 

○５段落から７段落までの仕組み

は，微生物が体の中へ入れない

ようにする仕組みであることを

とらえさせる。

ｰﾄ

[意欲］

自分の考えを

伝えることが

できたか。

※発表

ま

と

め

３

分

７．本時の課題についてまとめる。○各段落ごとに要約した文を読ん 
でまとめとする。

ひ

ろ

げ

る

３

分

８．本時の学習場面を音読する。

９．次時の予告をする。

○次時は、微生物と戦う仕組みに

ついて読み取っていくことを知

らせる。

（４） 評価

・自分で自分を守る仕組みとは，どのようなものなのか，読み取ることができたか。



（５）板書計画
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